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｢セカンドキャリア支援研修｣について、どうぞお気軽になんでもご相談ください！

※プロフェッショナル・キャリア・カウンセラー®/エイジング・アドバイザー®の両資格所持者。両資格は株式会社キャリア・ブレーンの登録商標です。

定年後を俯瞰し、将来の道筋を立てると、自ずから、今、目の前の仕事の実績を上
げる心構えをつくれるようになる研修です。

民間に先行して、自衛官の再就職支援は、組織を挙げて「準備」と「支援」が実施さ
れています。将来の不安を払しょくし、現役の間は、国の任務にいそしめるよう手厚
いのです。キャリア・ブレーンとNPO日本プロフェッショナル・キャリア・カウンセラー協
会は、２０年超にわたり、その自衛官の再就職支援プログラムを提供しており、成果
を上げてきました。日本の喫緊の課題である５０代人材活性化に寄与するため、こ
の成果実証済みのプログラムを広く民間企業にも提供することに致しました。

「セカンドキャリア支援研修」は、若年定年制自衛官が概ね５３歳で受講する｢業務
管理講習１５日間のうち３日間の再就職対策講習(座学)｣に該当します。訓練目的

とカリキュラムはそのまま企業のビジネスパーソンのセカンドキャリア支援に合致し
ます。カリキュラムを参考にキャリア・ブレーンが独自に開発した教本とワークシート
類を使って研修成果を最大限に上げます。この訓練指導に熟達する講師陣※を全
国に配置し、きめ細かく対応しております（対面／オンライン対応可）。



｢若年定年制自衛官の再就職準備訓練｣の図（Ｇ=天職）
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※若年定年制自衛官の退職年齢

自衛隊は精強さを保つため、若年定年制という制度を採用しています。ほとんどの自
衛官が50歳代半ばまでに退職します。
若年定年制退職自衛官に対しては、定年退職の概ね10年前から再就職に必要な知識
や技能についての教育･訓練を段階的に行い、逐次、再就職に対する意識を高め、再
就職に向けた具体的な準備を実施します。
このような状況の中、勤務する自衛官が退職後の生活に不安を抱くことなく厳しい任務
を遂行するため、また多くの優れた資質を有する人材を確保するためにも｢能力開発
集合訓練｣「業務管理講習」が実施されています。



｢セカンドキャリア発想のＳ字カーブ｣の考え方（Ｇ=天職）
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・新卒一括採用
・終身雇用(定年まで雇用が保証)
・年功序列昇進制度
・年功序列賃金制度

2年ごとに全国規模で転勤(大企業は世界規模で4～5年ごと)
幹部自衛官(三尉以上)の定年は大企業の役職定年とほぼ同じ。
したがって、定年後の再就職では狙う仕事と処遇が重複、競合関係となる。

若年定年制自衛官と
大企業のビジネスパーソンの
キャリア形成はほとんど同じ

セカンドキャリア支援研修の目的：定年後の再就職は自分で売り込み先を探し出し、自分の
力で売り込むほかに途はない(セルフマーケティング)。マーケティングの鉄則は、人と同じ
ことをしない(人と違ったことをする)。売り込みの鉄則は、人と同じ売り方をしない(人と
違った売り方をする)。この考えにもとづき、売り込み戦略と戦術を明確化し目標(天職)に

チャレンジする。売り込みツールづくりも又同じ。オリジナル型履歴書・キャリア式職務経
歴書・DM型添え状・人脈リスト・面接想定問題演習(応用編)を主たる成果物とする。
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セカンドキャリア支援研修(2日間/座学)の標準進行表

1日目 注）1時間毎に、10分間の休憩時間をる。

09:30-09:40 10 はじめに あなたは働きたい企業に再就職できる！

09:40-10:00 20 第1章 定年制自衛官の再就職市場 講義

10:00-11:00 60 第2章 働く目的を考える 講義/作業/Q&A

11:00-12:00 60 第3章 再就職先企業の研究 講義/作業/GD

＜ 昼食 ＞

13:00-13:30 30 第4章 これからの有望業種を予想する 講義

13:30-14:00 30 第5章 セルフマーケティング戦略（その１） 講義/作業

14:00-15:00 60 ・時系列業務経歴書 講義/作業

15:00-16:00 60 ・専門分野別職務経歴書 講義/作業

16:00-17:00 60 ・成功体験失敗体験キャリアシート 講義/作業

17:00-17:30 30 第1日目総括

2日目

09:30-10:30 60
第5章 セルフマーケティング戦略（その２）
・オリジナル型履歴書制作 講義/作業

10:30-12:00 90 ・キャリア式職務経歴書制作 講義/作業

＜ 昼食 ＞

13:00-13:30 30
第5章 セルフマーケティング戦略（その３）
・添え状(標準型/DM型)制作 講義/作業

13:30-14:00 30 第6章 セルフマーケティング実践 講義

14:00-14:30 30 ・ネズミ算式人脈図制作 講義/作業

14:30-15:00 30 ・面接想定問題演習/基礎編作成 講義/作業

15:00-15:30 30 ・面接想定問題演習/応用編作成 講義/作業

15:30-17:00 90 ・自己開発計画書作成 講義/作業

17:00-17:30 30 総括 プラス思考でチャレンジし続けよう！ 講義



 

履 歴 書 

〒155-0032 東京都世田谷区代沢 1-25-6 

TEL/FAX:03-3419-6552 

携帯：090-1555-6427  

E-mail：info@jipcc.or.jp 

陸 自 太 郎（ﾘｸｼﾞ ﾀﾛｳ） 

経験知識要約 

陸上自衛隊以来 33年､野戦部隊指揮官 13年 1ヶ月､行政機関幕僚 5年 8ヶ月､補給機関管理職 4年

2 ヶ月､職種学校教官 4 年 2 ヶ月等の職歴を経て､人材育成､人材教育､企画渉外､組織統括､安全管

理等を経験した｡野戦部隊指揮官として､部内選抜課程受験者(昇任試験受験者)に対する面接試験

の豊富な指導経験があり､個性や能力に応じた自己分析･PR ができる隊員を育成した｡行政機関幕

僚として､陸自装備品の広報行事企画や複雑多岐にわたる装備品維持管理行政を通じ部内外関係

者との意見調整･業務進捗調整等を幅広く経験し交渉能力を磨いた｡部下指導･部下育成･部門統

括･部門間調整に関する知見と実績を生かし､業界･業種･規模を問わず組織の中枢を担える人材と

自負しております。 

職  歴･････直近から最終学校卒業時まで遡り記述する。 

陸上自衛隊           xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(33年)             定年退職 

xx方面後方支援隊 第 xxx高射直接支援大隊長 部下 240名 

xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(2年) 

xxx補給処 xxx分屯地指令兼弾薬支処長部下 45名 

xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(2年 8ヶ月) 

補給統制本部 火器･車輌部 第 x技術課長 部下 45名 

xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(1年 4ヶ月) 

xx方面総監部 装備部装備課 装備班長 部下 4名 

xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(1年 4ヶ月) 

第 x師団 第 x後方支援連隊                xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(2年) 

武器大隊長     部下 230名            xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(1年) 

第 x整備大隊長 部下 200名           xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(1年) 

武器学校 教育部教務課 教務班長 部下 5名 

xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(2年) 

xx方面武器隊本部 運用訓練班長 部下 5名 

xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(2年) 

陸上幕僚監部 装備部武器化学課 火器班整備担当 

xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(3年 8ヶ月) 

第 x師団 第 x後方支援連隊 武器大隊 第 x武器中隊長 部下 90名 

xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(2年 4ヶ月) 

武器学校 教育部付 幹部特修課程学生         xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(1年) 

xx学校 機甲科部 車両教官               xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(2 年 8ヶ月) 

武器学校 教育部 車両科教官              xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(1年 4ヶ月) 

第 x師団 第 x武器隊                     xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(6年 7ヶ月) 

整備小隊長 部下 50名                   xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(1年) 

整備小隊 車両班長 部下 20名            xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(4年) 

整備小隊 小隊本部 整備幹部             xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(1年) 

隊本部付                             xxxx年 xx 月～xxxx年 xx 月(7ヶ月) 

幹部候補生学校 幹部候補生課程学生         xxxx年 xx月～xxxx年 xx月(6ヶ月) 

 

【写 真】 

 

縦 4cm/横 3cm 

人脈･ＤＭ用は 

ｶﾗﾌﾟﾘﾝﾀｰ刷込 

教本 Ｐ１２６（オリジナル型履歴書）





 

主たる経験及び達成事項 (職務経歴書) 

 

陸 自 太 郎（ﾘｸｼﾞ ﾀﾛｳ） 

 

■人材育成(通算 x年 xヶ月）･･･部隊の伝統と組織力を継承する誇り高い隊員の育成 

野戦部隊指揮官として、部内選抜課程受験者(昇任試験受験者)に対する面接模擬試験を行い、想

定問答の作成要領、応答要領、自己 PRのツボ等を重点に指導し、隊員個々の性格・能力上の長所・

短所を見抜く力を養った。 

●部内選抜課程試験合格者を輩出し、受験者個人の幸福と部隊伝統継承の人的基盤を着実に育成

した。 

●部内選抜課程受験者指導の一部を、初中級幹部に担当させ、幹部の指導力向上を図った。 

 

■人材教育(通算 x年 xヶ月）･･･整備員に必要な基本技能とサービス精神を徹底注入 

職種学校の車両整備教官として、教育技法の研究、わかりやすい教育用チャートの作成、予習・

復習進度管理が容易な学習資料作成、教育進度管理容易な教授計画作成を行い、教育技術とプレ

ゼン技法を学んだ。 

●トラック、戦車、装甲車、自走砲等の 15車種の教授計画を全面改訂し、各科目、各章単位の教

授内容の要点の明確化、学生理解度のチェック・教育進度管理を容易にして、教育成果分析の

効率化と教育の質的向上を図った。 

●車両の作動原理が見える、部品の分解結合の手順が理解しやすいカット模型教材の新規作成を

行い、被教育者の基本知識・整備技能の習得度を向上させ、同時に学習意欲を振起させた。 

 

■企画渉外<広報>(通算 x年）･･･来てよかった、やってよかったと心から思う広報 

東北方面隊災害派遣実働演習の災害派遣参加装備品広報展示責任者として、東北地方太平洋岸 13 の自

治体と交渉し、自治体管理施設・地域において装備品広報展示、災害救助体験の企画運営を行った。ま

た年 1回開催する東北方面隊記念日行事において、方面隊が装備するあらゆる器材の広報展示及びプチ

ミリタリー体験を企画運営した。 

●大規模な災害派遣出動を想定した実動演習を通して、自治体及び地域住民の方から理解と協力

を得るｲﾍﾞﾝﾄとなり、自衛隊と地域の絆の強化に貢献した。 

●東北方面隊が保有し運用する航空機､戦車､大砲､装甲車､ﾐｻｲﾙ､建設重機､各種銃火器等の展示･体験

試乗･疑似戦場体験･ﾐﾘ飯試食･ｶﾓﾌﾗｰｼﾞｭｸﾘｰﾑ体験等を通じ､陸上自衛隊の組織･任務への理解を得る

ことに貢献した。 

 

■装備品調達･管理運営(通算 x年）･･･陸自主要装備品の技術基盤を確実に保持 

陸自主要装備品である戦車・装甲車・大砲・各種火器等の維持管理に関わる予算要求・執行事務を通

して、陸自関係機関、防衛省内局、研究開発機関及び中央調達機関、財務省主計局並びに防衛装備製

造企業との各種折衝、業務調整を行った。 

●陸自戦力の維持に必要な予算要求・効率的執行により、整備品の可動を確保し陸自部隊の抑止

力維持に貢献した。 

教本 Ｐ１２８（キャリア式職務経歴書）



●主要装備品の仕様書、整備マニュアル、取説、パーツカタログの制定・改訂を適時的確に行い

装備品維持に必要な技術基盤の保持に貢献した。 

●装備品購入、維持用部品購入等に関わる製造企業営業担当者及び設計担当者とのこまめな意見

調整・業務調整により、適時の予算執行を図り、装備品の性能維持、合わせて防衛装備製造技術

基盤保持に貢献した。 

 

■組織統括(通算 x年）･･･事業方針･目標をわかりやすく具体化して危機管理を確立 

xxxx防衛に関わる計画作成の指導にあたり、作戦目標達成に必要な物資・器材等の所要見積を周

到に行った上で関係部隊と協同して机上演習等により実行の可能度を検証した。実効性の高い計

画を作るためには、多大な労力と実践を想定した真剣な意見交換が重要と認識した。 

xxxx 防衛を想定した実動演習に参加し、約 250 名の大隊の指揮にあたり、北限を xxxx、南限を

xxxxとする xxxxの広範囲に大隊を機動展開させた。 

●xxxx地区の安全保障危機における抑止力向上に尽力した。 

●作戦用各種物資・器材の所要見積の分析、交通インフラ・地誌の研究成果を蓄積し、部隊の機

動展開能力向上に貢献した。 

 

■安全管理(通算 x年 xxヶ月）･･･安全確保は任務達成の第一歩 

xxxx の寒冷・積雪地区において、x 万トンをこえる各種弾薬の貯蔵保管責任者として、火薬庫地

域の防火・排水・道路等施設・設備管理、火薬庫の内部 xxxxの強度管理・温湿度管理、貯蔵弾薬

の状態検査・整備を適正に行った。 

●火薬庫地域・施設の老朽化・経年劣化対策を適時実施し、xxxx地区の防衛警備用弾薬の保管･出荷体制

を適正に維持し、xxxx地区の緒戦基盤保持に寄与した。 

●寒冷・積雪地区の特性から、除雪器材の定数充足と可動維持、オペレータの育成、降雪量天気

予報に即したオペレータ待機態勢に留意し、厳しい天候気象を克服できる弾薬補給支援体制の

維持に貢献した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の通り相違ありません。 

 

xxxx年 xx月 xx日 

 

陸 自 太 郎 ㊞ 

セールスポイント 

◆自衛隊で経験し修得した人材育成･教育･企画渉外、組織統括等の知識･技能を、民間ビ

ジネスに柔軟に調整しながら活かし成果を上げる力があります。 

◆なによりも信頼関係を築くことを第一義として行動します。 

◆困難な課題に直面したとき、粘り強くかつ執念をもって努力を継続し、最善ではなく

てもより次善の策として、できるだけソフトランディング可能な解決策を必ず見つけ

出します。 



添え状（ＤＭ・直接応募型） 自衛隊定年退職者の制作見本 

志願先：人材派遣/業務請負業者や警備会社の営業統括部長職への応募 

 

xxxx年 xx月 xx日 

 

xxxx株式会社 

代表取締役 

〇〇 〇〇 様 

 

〒155-0032 

東京都世田谷区代沢 1-25-6 

陸自 太郎 

TEL/FAX:03-3419-6552 

携帯:090-1555-6427 

E-mail: info@jipcc.or.jp 

 

拝啓 貴社ますますご隆盛のこととお喜び申し上げます。 

 

唐突にこのようなお手紙を差し上げるご無礼をお許しください。 

私は、陸上自衛隊に 33年間奉職してまいりました。この間、野戦部隊指揮官 13年 1ヶ月､行政

機関幕僚 5 年 8 ヶ月､補給機関管理職 4 年 2 ヶ月､職種学校教官 4 年 2 ヶ月等の職歴を経て､人材

育成､人材教育､企画渉外､組織統括､安全管理等を経験してまいりました。 

野戦部隊指揮官として､部内選抜課程受験者(昇任試験受験者)に対する面接試験の豊富な指導

経験があり､個性や能力に応じた自己分析･PRができる隊員を育成しました｡ 

行政機関幕僚として､陸自装備品の広報行事企画や複雑多岐にわたる装備品維持管理行政を通

じ部内外関係者との意見調整･業務進捗調整等を幅広く経験し交渉能力を磨いてまいりました。 

部下指導･部下育成･部門統括･部門間調整に関する知見と実績を生かし､業界･業種･規模を問わ

ず組織の中枢を担える人材と自負しております。 

ここに、私の履歴書と職務経歴書を同封させていただきます。ご多用のところまことに恐れ入

りますがご一読賜りたく心よりお願い申し上げます。 

ぜひご面談の機会を賜りますようお願い申し上げます。 

 

末筆ながら、貴社の一層のご発展と皆様のご健勝を祈念申し上げます。 

敬具 

 

付記 xx月 xx日、満 xx歳をもって定年退職しました。 

幸いにして、ご採用いただけましたならば、いつからでも出社可能でございます。 

教本 Ｐ１５５



教本 表紙



1
人
材

優秀な人材を採用するのが難しい
単に仕事ができる人材であれば採用のチャンスかもしれませんが、他の
業界や会社で優れた実績を残した人でも、御社の方針、社長の考え方を
理解したうえで実績を出せる人でないと、社長から見て「優秀な人材」に
はならないと思います。そのことから、御社の社員の中から優秀な人材に
育て上げる方策も考えてみる価値があると思います。

2
全
般

売上が計画通り伸びない
計画自体に問題はないのか、計画作成の根拠となった当時の情勢分析
結果と比較して見直すことが求められると思います。計画目標とそれを
達成する戦術・方策の妥当性も検証し、目標と現状の差を引き起こす原
因は何かの特定を進め、対策を立てます。さらにその対策を実行した上
で、効果があったかについて検証する、この繰り返しが大切であると思い
ます。

3
全
般

価格競争への対処を迫られている
確かにここ数年は価格競争の時代に思います。それに対応するため、得
意先に合わせたオリジナル商品、付加価値商品の開発や工程の見直し、
仕入れの経費削減などが考えられます。御社においてもあらゆる可能性
を検討し、最善の策を立ててきたと思います。しかしながらやはり基本的
にはお客様に満足いただける商品・サービスを作り出し、適正な価格で販
売することが優先されるべきと考えます。

4
福利
厚生

十分な制度を準備する資金がない
福利厚生の資金調達はやはり利益を確保するにあります。近い将来に
どんな福利厚生を準備するのかの計画を立て、そのためには売り上げ
目標がどのくらいになるか、従業員にも示すことで目標達成意欲の向上
にもつながると思います。

5
全
般

収益率が改善されない
会社全体、部門ごと、商品・サービスごとそれぞれの目標とする収益率は
どのくらいなのか、またはそれを達成するにはどんなことをしなくてはいけ
ないかを社員全員に意識させることが必要だと思います。

6
人
材

有能な経営幹部がいない
社内に年齢に関係なく経営幹部になりうる人材がいれば社長の考え方、
会社の方針を十分に理解させ、経営現場を徐々に体験させつつ育成す
るのも一つの方法です。それが難しければ外部からの起用、入れ替えを
考えなければなりません。いずれにしても社長の考え方、判断の根底に
あるものなどを徹底させることが第一であると思います。

7
人
材

高齢の従業員が多い
社会の高齢化と御社の従業員の年齢バランスは連動しており、致し方の
ない現状であると考えます。しかし将来的な人事運用に着手する時期に
来ていることは確かです。御社ならではの現状や業種に求められる社員
構成を立案し、その実現にスタートする必要があります。

⑩面接想定問題演習(応用編)：中小企業のオーナーの「経営上の課題･悩み」大和七郎



中小企業幹部としての採用面接 自衛隊定年退職者 大和 七郎

8
人
材

従業員の教育、育成に手が回らない
従業員の教育・育成は非常に大切なことで、常日頃から計画的に行われ
るべきです。社内で担当者を決めOJTで始めますが、そこで何をどの程度
教えるか目標を明確にし、効果を確認し、ステップアップさせていく計画を
作成し実行していくことが重要です。当然OJTになじまない知識などもある
でしょうから、それも時間を作って教育することが求められます。その他、
習得目標的な「標語」を掲げて種々な達成目標の一つにするのも、一部の
人には効果があると思います。

9
事業
継承

自分の万一のときに、事業の行く末に不安
ご自身の心配のみならず、会社としての危機管理は重要です。いつどの
ような事態が起きても、互いにバックアップできる体制が整備されること
が必要です。このため、部門横断的なプロジェクトを作り、販促イベントな
どを企画し、平素からコミュニケーションを活発にすることを試みてはい
かがでしょうか。

10
事業
継承

事業後継者がいない、または育っていない
後継者の候補者を指名し、経営者としての経験を積ませることにすべきだ
と思います。事業主がやるべきことは事業主にしかわからないと思います。
事業主のすべてを託すことができる人材が育っていないのであれば、適
性を考慮した人選を早期に着手すべきです。

11
資
金

業績不振のため、資金繰りが苦しい
業績不振の事業は撤退も含め、ゼロベース思考で不振の根本原因を特
定するための分析を早急に進めなければなりません。資金繰りの状況に
よっては、好調の事業にすべての資源を集中して当面の危機を乗り越え
ることを優先することも必要だと思います。

12
事業
継承

後継者の年齢が若く、経験が不足している
経験不測の解消を計画的に進めていく必要があります。社長としてのど
のような経験が不足しているのか本人に自覚させながら権限の一部を委
譲し責任を持たせて実績を少しずつ積み上げさせることを考えてみては
如何でしょうか。

13
全
般

将来の見通しが立たない
将来を見通すことは誰にとっても難しい問題です。発想を変えて新たな
ニーズを創造することにチャレンジしてみてはどうでしょうか。競合相手が
進出していない空白を見つけ、新し価値を提供することを考えた方が楽し
いし、モチベーションも上がると思います。

14
全
般

事業の拡大や多角化ができない
事業拡大には、御社の強みをさらに伸ばすことが第一だと思います。多
角化は拡大の延長線上に存在すると思います。そでに同業他社が先行
している場合は、マーケットリサーチに十分な時間をかけ御社の強みが
発揮できる顧客層を狙い、シェア拡大を目指すべきと思います。

教本 Ｐ１１８ 必ず聞かれる１４問



再就職支援一筋３０年、白根陸夫が、あなたが働きたい企業に就職
できるセルフマーケティングのノウハウ・スキルを指導します。

白根陸夫と二人三脚でチャンスを掴もう！
充実したセカンドキャリアを実現しよう！

「この歳になって転職・再就職できるだろうか」

大丈夫、できます！

すべての経営者が潜在させている入れ替え採用の願望を自らの策をもって気づかせ、
顕在化させればよいのです。

求人の発生は
３つしかない

入替を狙え！
人脈開拓・ダイレクトメールによる直接売り込みが有効！

増員

欠員
入替

新規事業・新商品販売・売上増大

退職者の補充

誰でも
即就職可能！

「待ち」の転職活動／「待ち」の再就職活動はダメ！

セルフマーケティング(その２)

セルフマーケティング(その３)

営業ツール制作

営業活動は三つ
のチャンネル

必ず聞かれる14問
的を射た的確な回答

セルフマーケティング(その１)

お申し込み
お問い合わせ先

NPO/特定非営利活動法人 日本プロフェッショナル・キャリア・カウンセラー協会 認定教育機関

株式会社キャリア・ブレーン
〒155-0032
東京都世田谷区代沢1-25-6

東京セミナーハウス
東京都世田谷区代沢1-26-3

TEL：03-3413-1974 FAX：03-3419-6597
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://cb-tokyo.co.jp / ﾒｰﾙ info@cb-tokyo.co.jp

お申し込みにあたっての諸注意
お申し込みにあたっては、別途専用の「お申し込み書」をご用意しております。詳細については
再度そちらをご確認のうえ、専用のお申し込み書をご利用のうえ、お申し込みをお願いします。

NPO/特定非営利活動法人日本ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ･ｷｬﾘｱ･ｶｳﾝｾﾗｰ協会JIPCC
Japan Institute of Professional Career Counselors

（略称：ジピカ）

協会公式ホームページ https://jipcc.or.jp/

共
催

全省庁統一資格所持

定年後の再就職活動は、
セカンドキャリア支援研修（SCS）の受講で万全！

2023.04.12
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